
 

               

 

官民により「待機児童ゼロ」の実現を目指します！ 
 

 

平成２４年度から発生している待機児童を、今後、公立保育所の機能強化と民間保育

施設の施設整備により、平成３０年４月当初「待機児童ゼロ」の実現に向けて取り

組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇公立保育所の機能強化 
  本市の公立保育所では、乳児保育と標準保育の実施園が少ないことから、入所充足

率が民間保育施設と比べ低い状態にあります。 
  

  ※公立保育所の現状（平成 29年 10月 1日現在） 

    公立保育所 １８園【入所充足率（入所児童数／定員数） ７４.３％】 

      乳児保育実施園          １３か所   ８３.７％ 

 (うち１１時間保育実施園      ５か所   ８９.７％) 

 

  これらの現状を踏まえ、乳児保育(０歳～２歳児)及び標準保育（１１時間）など、

更なる保育サービスの充実を図るため、10月 1日付で保育士を新たに７人増員し、

次の保育所で１１月１日から受け皿の拡大と保育時間の拡充を行います。 

    

(１)受け皿の拡大【１歳児：12人、2歳児：15人 計：27人定員増加 ⇒ 川永保育所  

１・２歳児保育サービスの開始（現：３歳～５歳児保育） 

※杭ノ瀬保育所については、０歳～５歳児保育実施済み。 

 

(２)保育時間の拡充【３時間延長】⇒ 川永保育所・杭ノ瀬保育所 

８：３０～１６：３０（８時間） ⇒ ７：３０～１８：３０（１１時間） 

 

〇民間保育施設の整備（平成 30年 4月 1日保育定員増加予定） 

  ・施設整備数  ４施設 

  ・定員増加数  ７７人 
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